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近
代
内
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
は
日
本
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
二
十
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
と
深
い
関
わ
り
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
は
日
本
と
密
接
に
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
近
代
化
が

進
ん
で
い
た
日
本
は
大
陸
進
出
を
強
め
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
化
に
大
き
く
か
か
わ
り
、
基
本
設
備
、
教
育
普
及
、
医
療
衛
生
、
牧
畜

技
術
の
普
及
等
に
努
め
た
。
し
か
し
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
情
勢
は
激
変
す
る
。
す
な
わ
ち
、
内
モ
ン
ゴ
ル
は
中
国
領
内
に
留
ま
り
、

モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
近
現
代
に
お
い
て
構
築
し
て
き
た
歴
史
の
連
続
が
た
ち
切
ら
れ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
行
方
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　

中
国
で
少
数
民
族
の
人
口
は
漢
民
族
の
十
分
の
一
た
ら
ず
で
あ
る
が
、
少
数
民
族
地
域
は
国
土
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て

い
る
。
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
中
国
は
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
国
民
国
家
を
統
合
す
る
目
的
で
、
周
辺
の
諸
民
族
地
域
に
民
族
区
域
自

治
制
度
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
経
つ
今
日
、
公
的
に
は
「
民
族
問
題
が
解
決
さ
れ
た
。
も
う
民
族
問
題
は
存
在
し

な
い
」
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
の
中
国
で
は
却
っ
て
民
族
問
題
が
頻
繁
に
起
っ
て
い
る
が
、
周
辺
の
諸
民
族
が
受
け
た
多
様
な

影
響
が
民
族
問
題
を
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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周
太
平
・
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
モ
ン
ゴ
ル
学
院
教
授
（
近
現
代
史
研
究
所
所
長
）
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
中
国
政

府
か
ら
派
遣
さ
れ
法
学
研
究
科
に
外
国
人
招
へ
い
研
究
員
と
し
て
滞
在
さ
れ
た
。
同
教
授
は
一
九
六
三
年
生
ま
れ
、
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
ジ
ャ
ラ
イ
ド
旗
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
人
で
、
大
阪
外
国
語
大
学
で
一
九
九
九
年
に
修
士
の
学
位
を
、
二
〇
〇
二
年
に
博
士
の
学
位

を
取
得
（
博
士
論
文
「
ボ
グ
ド
・
ハ
ー
ン
政
権
と
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
政
治
─
一
九
一
三
年
の
内
モ
ン
ゴ
ル
戦
を
中
心
に
」）、
二
〇
〇
三

年
か
ら
母
校
・
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
で
教
鞭
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
一
一
年
に
同
大
学
で
「
中
国
近
現
代
史
国
際

学
術
交
流
」「
第
五
回
『
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
』
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
、
学
校
間
交
流
の
形
式
に
よ
る
日
本
と

中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
と
の
学
術
交
流
を
推
進
し
た
。

　

今
回
の
外
国
人
招
へ
い
研
究
員
と
し
て
の
研
究
課
題
は
、
日
本
に
お
け
る
近
代
モ
ン
ゴ
ル
関
係
資
料
の
調
査
で
あ
る
が
、
一
年
を
通

し
て
大
学
院
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
ア
ジ
ア
政
治
史
」
に
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
お
り
に
触
れ
て
大
学
院
生
に
対
し
て
的
を
射
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
。

　

以
下
、
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
の
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
一
四
日
に
開
催
し
た
法
学
会
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
「
民
族
か
ら
見
る
中
国

近
現
代
史
研
究
」
の
報
告
原
稿
を
、
周
教
授
ご
自
身
が
補
筆
・
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ブ
フ
ヘ
シ
ク
の
死
因
に
対
す
る
異

論
」
と
い
う
副
題
を
も
つ
論
考
は
、（
一
）
一
九
二
〇
～
四
〇
年
代
内
モ
ン
ゴ
ル
を
代
表
す
る
知
識
人
・
ブ
フ
ヘ
シ
ク
に
つ
い
て
、
彼

が
日
本
人
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
と
い
う
通
説
に
確
実
な
根
拠
は
な
い
、（
二
）
そ
れ
は
一
九
四
五
年
日
本
敗
戦
後
の
内
モ
ン
ゴ
ル
と

東
北
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
激
動
の
な
か
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
認
識
の
「
真
実
」
で
あ
り
、
歴
史
の
真
実
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ

る
、（
三
）
満
洲
国
期
の
日
本
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
対
す
る
近
代
化
作
用
は
、
歴
史
の
真
実
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
す
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
台
湾
に
お
け
る
競
合
的
政
党
政
治
と
エ
ス
ノ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
展
開
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
半
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世
紀
の
軌
跡
を
近
代
化
と
日
本
化
に
弁
別
し
、
前
者
の
摂
取
と
後
者
の
拒
絶
と
い
う
選
択
を
台
湾
社
会
が
主
体
的
に
行
っ
た
と
す
る
理

解
を
生
ん
だ
が
、
戦
後
七
〇
周
年
に
あ
た
る
今
日
、
こ
う
し
た
見
方
と
通
じ
る
よ
う
な
論
点
が
近
代
内
モ
ン
ゴ
ル
の
変
容
と
し
て
提
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。




